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腸内細菌叢を改善することは健康維持に重要である。腸内細菌叢は腸管に分泌されるIgA抗体に

よって認識し制御されていることが知られている。しかし、各IgA抗体が常在細菌の何を認識するの

か、などその詳細は明らかではない。私たちがマウス腸管からクローニングしたIgA抗体のうちの一

つ (W27)をマウスへ経口投与を行うと良い菌が優位になる腸内環境へと変化する効果が見られた。

W27抗体を腸炎モデルマウスに経口投与すると、腸内細菌叢が変化し、腸炎が抑制された。W27
抗体が認識する細菌由来の分子の同定からIgA抗体と腸内細菌の相互作用を考察し、IgA抗体を

腸内細菌叢改善薬として利用する可能性について議論する。
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腸管IgA抗体による腸内細菌制御機構の解明
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